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研究１で行ったアンケート結果では、救急活動
中で最も筋肉負担を感じているストレッチャーの
上げ下げであり、負担を感じている部位は腰部で
あった。ボディメカニクスを正しく行った場合に
は腰部筋肉群の負担が軽減されることから、ボデ
ィメカニクスを行ったストレッチャーの上げ下げ
が必要である。
ま　と　め
救急隊員の救急活動中の筋負担に関する現状を
把握し、救急活動中の筋活動について身体生理学
的に明らかにした。
救急隊員が救急活動中で筋肉負担を感じている
のはストレッチャーの上げ下げ時や救急車内での
CPR（胸骨圧迫）であり、感じて最も負担を感じ
ている部位は腰部であった。
胸骨圧迫では、下肢筋肉群で救急車内が床に比
べ有意に筋放電量が大きかった。
ストレッチャーの上げ動作では、ボディメカニ
クスを実施した場合は、脊柱起立筋への局所的な
筋活動が軽減されおり、腰部への局所的筋負担が
軽減されていたことからボディメカニクスを行っ
たストレッチャーの上げ下げが必要である。
